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令和 ５ 年度における岡谷市議会 会派「 やまびこ   」の活動について、下記のとおり報告い

たします。 

【活 動 実 績】 

 ※会派活動報告書は年度ごとにまとめ、年度当該年度の収支報告書の提出に合わせ議長に提出するものとする。 

 ※議長は、提出された会派活動報告書を収支報告書と同様に公開するものとする。 

活 動 項 目 活 動 内 容 及 び 活 動 の 実 績 と 効 果  

調査研究 

〇活動内容 

視察概要 

    日程   令和 5年 7月 18 日 

    視察地  東京都 町田市 

         町田式水耕栽培槽で栽培する 

         シルクメロン農園視察 

  

東京都町田市の幹線道路国道１６号線は、昭和の生糸産業が盛んのころ、八

王子界隈で生産された絹を町田市を通り横浜港に運んだ事から現在シルクク

ロードの愛称で親しまれている。 

岡谷市も、シルクの街として知名度を上げる取り組みをしている事から「ま

ちづくり」の参考とするため視察した。 

 

〇町田式 新農法の経緯 

2009 年に農商工学連携事業として町田市内の企業 10 社が集まり試験栽培か

ら始まる。工業系流体機器メーカーの大浩研熱（株）が中心になって技術開発

を進め、高糖度の栽培技術を確立した。その後、栽培システムと栽培技術を普

及させるために設立された「株まちだシルク農園」が同事業を引き継ぎ、主体

となって栽培管理とメロン販売・栽培システム販売・栽培指導を行っている。 

 

〇視察 

現地に午後１時到着 ２時間の現地視察を行った。 

テキストに基づいて、説明を受けて施設内を見学した。 

 

〇岡谷市の産業振興に参考すべき点 

高品質、多収穫で栽培でき、販売単価も高額で取引できる「シルクメロン」 

しかも、管理も簡単で年間複数回収穫できることから、「岡谷市産シルクメロ

ン」として、ふるさと納税としての扱いを視野に、取り組みをしてみてはどう

か。 


